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In 1991, NIPR’s station was established at Ny-Ålesund, Svalbard under the cooperation with Norwegian Polar Institute, and 
numbers of atmospheric science observations were started.  These included atmospheric minor constituents, precipitation and 
aerosols, stratospheric aerosols, aerosol-cloud-radiation and high altitude balloon for ozone.  Then extended to air-sea CO2 
exchange observation in Greenland Sea and Barents Sea, and airborne observations around Svalbard and on trans Arctic flights 
(AAMP98, 02, ASTAR2000, 04, 07).  In the recent, intensive cloud-aerosol-radiation observations were conducted including 
95 GHz cloud profiling radar, under the GRENE Arctic Climate Change Research Project (2011-16).  The importance of Ny-











極地研究所ではニーオルスンに Rabben 観測所を設けた（伊藤, 1995）。 
ニーオルスン基地：	 
この基地は、氷河や陸上植生、海洋・海氷の調査の拠点となったほか、大気の基地観測が始められた
（Yamanouchi et al., 1996）。大気微量成分観測（主担当、青木周司；Morimoto et al., 2006）、降水・エアロゾル観
測（和田誠,；Wada et al., 1996）、成層圏エアロゾル観測（岩坂泰信；岩坂, 2000; Shibata et al., 1997; Shiraishi et al., 
2011）などが初期の観測項目で、追って、高層オゾン光学ゾンデ観測（岡野章一；Okano et al., 1996）、エアロゾ
ル・放射・雲観測（塩原匡貴；Shiobara et al., 2003）などが続いた。これらの発展系として、グリンランド海、バ
レンツ海で海洋表層での二酸化炭素交換の観測（Aoki et al., 1996; Nakaoka et al., 2006）、航空機による北極上空大
気の観測が行われた。 
航空機観測は、日本から北極海を横断してスバールバルに至る北極海横断航空機大気観測（AAMP98, Shiobara 
et al., ; 1999; Yamanouchi et al., 2003; Ishidoya et al., 2008; Morimoto et al., 2003）、ドイツアルフレッド・ウェーゲナ
ー極地海洋研究所（AWI）と共同での北極エアロゾル放射総合観測（ASTAR2000, Yamanouchi et al., 2005; Hara et 
al., 2002, 2003; Thomas et al., 2003; Treffizen et al., 2005; ASTAR04, 07）として行われ、その後の IPY2007-2008 にお
ける PolarCat 観測などに繋がった。 
さらに、2011 年から始まった GRENE 北極気候変動研究プロジェクト（2011-16）の中で、雲やエアロゾル・ブ










気団にさらされ雲量少なく、気温は低く、放射冷却も大きくなる（Yamanouchi and Orbeak, 1995）。さらに、後者
の気圧パターンの微妙な配置で、シベリア経由の空気が運ばれてくる状況では、強い汚染大気の影響下となる
  
（Yamanouchi et al., 2005）。こうして、１点での観測ながら、北極を代表する各種の気象条件を経験することがで
きる貴重な場所である。 
雲気候研究が進められることでも、micro, macro physics の観測から、大気循環場との関連、海氷分布との関連
が調べられ、さらには放射影響、気候影響が、そして気候を明らかにすることにつながることが期待されている。 
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